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県内全体では、稼働開始年度の平成30年度に168名であったノリ漁業者は令和3年度
108名と35％減少したが、木更津市域では平成30年度49名から令和3年度44名と10％
減であり、他地域に比べ漁業者の減少は少ない。
加工施設の整備されたことによる効果が発揮されており、今後も、施設の安定した
運営を継続することで木更津市域のノリ漁業継続に資する。

●●●円

 ●●●円

水産業競争力強化緊急施設整備事業事後評価報告書

令和3年度平成28年度～29年度

115,470,000円

　木更津市域乾のり製造共同加工施設整備に係る建設工事及び工事監理業務

乾のり製造共同加工施設参加漁業者の所得向上率150.1％

地域振興効果として、施設の雇用による効果●●●千円の計画に対し、●●●千円
（H30～R3実績）と当初計画に対しては●●●千円減であったが、地域の雇用による
経済効果は発揮されている。

共同加工施設参加漁業者所得の向上率を指標として、「所得税に係る確定申告書」
を用いて計画時の現状値と目標値を算出した。
成果目標の達成状況は、計画策定時の目標値●●●千円（計画時点現状値の150.1％）
に対し、目標年度の現状値は、●●●千円であり、計画時点での現状値の233.9％、
目標値の155.8％となり成果目標は達成した。
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　漁業後継者が希望を持って就業できる「もうかるノリ養殖業」への転換を図るこ
とを目的として、漁業者個人が所有する老朽化した陸上施設の更新費用、維持費や
家族労働者の負担軽減、最新機器の導入による高品質化・生産原価の低減を図るた
め、木更津市域のノリ加工を担う新たなノリ共同化加工施設を整備する。

ノリ共同加工施設の整備を通じて、漁業者の所得
●●●千円/年の向上を図る
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木更津地区

今後の改善方向等に関する分析

計画時には想定していなかった食害等による生産不振により、施設生産枚数が落ち
込んだ年もあったものの、防除ネットの設置の徹底に加え、生産初期の水温低下が
早く食害を受けにくく生産が安定しやすい支柱柵の生産を行っている地域であるこ
とから、生産は安定しており目標達成することができた。

目的

助成金額

（１）現状値の説明

（２）地域への経済効果（ハード事
業のみ）

（３）所見

（４）評価機関への意見等

実施期間及び目標年度

実施地区

事業実施者

増加率 50.10%

（令和3年度末現在）　　　　　　　●●●千円

（令和3年度末）　　　　　　　　●●●千円

取組の目標（KPI) 　漁業所得50.1%向上

　（平成30年度時点）　　　　　　　　　●●●千円

133.87%増加率


